
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７０１７．システム外搬入確認取消 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務コード 業務名 

ＢＩＸ システム外搬入確認取消 
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１．業務概要 

（１）貨物情報の削除の場合 

「システム外搬入確認（輸入貨物）（ＢＩＢ）」業務、「システム外ＣＹ搬入確認（コンテナ単位） 

（ＣＹＢ）」業務、「システム外ＣＹ搬入確認（Ｂ／Ｌ単位）（ＣＹＤ）」業務または「システム外搬入確

認（輸出許可済）（ＢＩＥ）」業務（以下、システム外搬入確認業務という。）によって登録された貨物

情報を取り消す旨を登録し、税関に通知する。 

なお、本業務を行った後に税関により「訂正保留解除（ＣＡＲ）」業務が行われることにより、当該

貨物情報がシステムから削除される。 

（２）Ｂ／Ｌ番号の訂正の場合 

ＢＩＢ業務、ＣＹＢ業務またはＣＹＤ業務によって登録された誤ったＢ／Ｌ番号を正しいＢ／Ｌ番号

に変更し、税関に通知する。 

なお、本業務を行った後に税関によりＣＡＲ業務が行われることにより、正しいＢ／Ｌ番号が使用で

きるようになる。 

 

２．入力者 

機用品業、保税蔵置場、ＣＹ 

 

３．制限事項 

なし 

 

４．入力条件 

（１）入力者チェック 

①システムに登録されている利用者であること。 

②システム外搬入確認業務を行った利用者であること。ただし、ＣＹ、保税蔵置場以外の利用者がシス

テム外搬入確認業務を行った場合は、保税地域を管理する利用者であること。 

（２）入力項目チェック 

（Ａ）単項目チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。 

（Ｂ）項目間関連チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。 

（３）貨物情報ＤＢチェック 

（Ａ）入力された削除貨物管理番号に対する貨物情報ＤＢに対して以下のチェックを行う。 

①貨物情報ＤＢが存在すること。 

②入力者が管理する保税地域においてシステム外搬入確認業務で登録された貨物であること。 

③本業務の実施日が以下の条件を満たすこと。 

システム日≦システム外搬入確認業務実施日＋２日（日曜・祝日は除く。） 

④Ｂ／Ｌ番号の訂正の場合は、輸入貨物または仮陸揚貨物であること。 

⑤入力者が管理する保税地域において全量蔵置中であること。 

⑥「ハウスＢ／Ｌ貨物情報登録（ＮＶＣ０１またはＮＶＣ０２）」業務がされていないこと。 

⑦「積戻貨物情報登録（ＲＣＲ）」業務がされていないこと。 

⑧「貨物取扱登録（内容点検）（ＳＨＮ）」業務、「貨物取扱登録（改装・仕分け）（ＳＨＳ）」業務ま

たは「貨物取扱登録（仕合せ）（ＣＨＵ）」業務がされていないこと。 

⑨「貨物情報仕分け（ＣＨＪ）」業務がされていないこと。 

⑩輸入申告等＊１がされていないこと。（予備申告の場合も同様とする。） 

⑪保税運送申告または保税運送承認等確認登録がされていないこと。 
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⑫輸入申告等または保税運送申告による搬入時申告の登録がされていないこと。 

⑬税関による許可・承認等情報登録業務による許可承認及び届出等の登録がされていないこと。 

⑭「見本持出許可申請（ＭＨＡ）」業務、「貨物取扱許可申請（ＣＨＤ）」業務または「他所蔵置許可

申請（ＴＹＣ）」業務がされていないこと。 

⑮訂正保留中でないこと。 

⑯事故貨物として登録された履歴が存在しないこと。 

⑰貨物差止め登録で差し止められた貨物でないこと。 

⑱貨物手作業移行登録がされていないこと。 

 

（＊１）輸入申告等とは、輸入申告、輸入（引取）申告、蔵入承認申請、移入承認申請、総保入承認

申請、展示等申告及び蔵出輸入（引取）申告のことをいう。なお、ＢＩＢ業務で登録された

蔵入承認の場合は、チェックを行わない。 

 

（Ｂ）入力された新貨物管理番号に対する貨物情報ＤＢに対して以下のチェックを行う。 

貨物情報ＤＢが存在しないこと。 

 

５．処理内容 

（１）入力チェック処理 

前述の入力条件に合致するかチェックし、合致した場合は正常終了とし、処理結果コードに「０００

００－００００－００００」を設定の上、以降の処理を行う。 

合致しなかった場合はエラーとし、処理結果コードに「０００００－００００－００００」以外のコ

ードを設定の上、処理結果通知の出力を行う。（エラー内容については「処理結果コード一覧」を参照。） 

（２）貨物情報ＤＢ処理 

（Ａ）貨物情報ＤＢの削除の場合 

入力された削除貨物管理番号に対する貨物情報ＤＢに訂正保留の旨を登録する。 

（Ｂ）Ｂ／Ｌ番号の訂正の場合 

①入力された削除貨物管理番号に対する貨物情報ＤＢに訂正保留の旨を登録する。 

②入力された新貨物管理番号に対する貨物情報ＤＢを新規に作成し、削除貨物管理番号の貨物情報を

登録する。訂正保留の旨も併せて登録する。 

（３）出力情報出力処理 

後述の出力情報出力処理を行う。出力項目については「出力項目表」を参照。 

 

６．出力情報 

情報名 出力条件 出力先 

処理結果通知 なし 入力者 

システム外搬入貨物取

消情報 

なし 入力者 

税関 

（保税担当部門） 

 

７．特記事項 

システム外搬入確認業務を行った日から、３日経過した場合は本業務は行えないので注意すること。（日

曜・祝日は除く。） 

 


